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奥様がそれまでずっと畑を守っていたこと、畑といっても
自給自足的であり、集落の中でお互い交換しあっているこ
と、自給自足的であるから有機農業と言わなくても農薬は
使わないこと、山が荒れていること、後継者がいないこと、
集落のお寺の話や、自分たちで大河地区の歴史と文化の勉
強会をしていること、など、お話は尽きなかった。そして
どのお話も、小川町と住民の方の深いつながり、生活の様
子を伝えるものだった。
　持続可能な地域とは何であるか、私たちの思いこみや狭
い視野を少し広げていただくことができたと思う。
参加者の学び
　各回の報告書から参加者の言葉を整理してみると、次の
ようなキーワードが出て来た。
●地域の人同士のつながり（信頼関係）、人間関係への農
業からの示唆（有機的関係）、価値観・ビジョンの共有
　何をおいても、人と人との信頼関係があるところに地域
が成り立っているということに加え、小川町の場合には、
有機農業における「有機的な関係」というものが人と自然
の関係だけではなく、人と人との関係においても「お互い
に影響を及ぼし合う密接な関係」として考え方の基盤に
なっているということである。
●価値観の転換
　参加者の学びとして顕著だったのは、農業自体を知るこ
と、さらに有機農業という哲学を持った農業を知ること
で、自分の生活の根底にある価値観をゆさぶられる経験を
しているということである。消費が主体の生活から生産が
主体の生活という新しい価値に出会った人が多かった。
●新しいことへ開かれている
　小川町は、街道沿いの町場という性格から、昔から新し
いものや人がどんどん入ってきて混ざり合い、変化してき
た。その風土が今も多くの人を外から受け入れているとい
うことにつながっているのではないか。
●歴史性
　新しいものが入ってくることは、決して歴史性を薄める
要素ではなく、むしろその逆であるということも学びのひ
とつだった。
●キーパーソン（結節点的人物）
　まちづくりには、人と人をつないだり、地域のリソース
同士をつなげたりするキーパーソンの存在が重要で、小川
町でも前述の高橋優子さんがその役割を担っている。
●まちづくりの多様性
　しかし一人が頑張っているのではなく、さまざまな人
が、さまざまな形で小川町をよくしていこうと取り組んで
いることもまた印象的であった。
●二面性：新住民と旧住民
　二面性という言葉は複数の意味で使われている。ひとつ
は、人と人とのつながりがある一方で、地域特有の「新住
民」と昔ながらの「旧住民」という呼び分けは、新しいも
のを受け入れる風土のある小川町でも、よそから来た住民
を疎外するような意味合いの言葉として使われており、ま
たそのような住み分けの存在もあるということが感じられ
た。参加者にとって、地域の重層性はなかなか理解しにく
いものであった。
●二面性：農業自体のむずかしさ
　もうひとつの二面性は農業である。有機農業のすばらし
さがある一方で、私たちの食卓を満たしてくれる「普通の
農業」の存在もまた同時に感じることとなる。有機農業は
手間のかかる農業だから、それだけでは生活がなりたちに
くい。生産者も消費者も「食べていく」ための農業もまた、
今は必要だということ。どちらも否定しない立場から、農
業生産や消費のあり方を問い直すことの大切さも学んだ。
おわりに
　合宿では、本当に多くの小川町の方々が快く協力をして
くださった。それもまた、地域の力であり、地域の教育力
の高さを示すことであろう。持続可能な社会は、それ自体
が学び続ける力を持っている社会であり、学び続けると
は、変化し続けることにほかならない。小川町で3.11以降、
エネルギー自給への取り組みが一層盛んになった。そうい
う小川町の姿から、経験から何を学び行動するか、という
学びの本質が見えてくる。
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